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財務省第10入札等監視委員会

令和２年度第１回定例会議議事概要

委員

令和２年10月７日（水）　広島合同庁舎１号館会議室

日本クレスト株式会社
（法人番号 3260001008435）

競争入札（公共工事）

(アイル監査法人　公認会計士）

(内田法律事務所　弁護士）

(広島大学大学院人間社会科学研究科　教授）

審議対象期間における契約案件の概要

日本オーチス・エレベータ株式会社中国支店
（法人番号 9010001075825）

競争入札（公共工事）

米子地方合同庁舎エレベーター改修工事

令和２年４月１日（水）　～　令和２年６月30日（火）

呉市広名田所在国有地に係る法面復旧工事

１件

令和2年4月30日

（備考）

29,700,000円

中国財務局

1,782,000円

中国財務局

@168,300円　ほか

岡山地方合同庁舎エレベーター保守管理業務

広島国税局

競争入札（物品役務等）

広島国税局

東芝エレベータ株式会社
（法人番号 5010701006785）

39,600,000円

令和2年5月21日

競争入札（物品役務等）

１件

広島綜合警備保障株式会社
（法人番号3240001009286）

領収現金等の搬送業務

なし

１件

令和2年4月1日

下記のとおり

１件

令和2年4月1日



意見・質問 回答

【抽出事案の説明及び審議】

１　呉市広名田所在国有地に係る法面復旧工事

　　工事内容について 　平成30年7月豪雨により国有地の法面が崩落し、土砂等が法
下の県道に流入する被害を与えたので、これ以上の法面崩落を
避けるため、法面復旧を行ったもの。崩落した範囲の法面を整
形した後、法面の下部はモルタル吹付け、上部は型枠を設置の
うえ植生基材の吹付けを行った。

　　落札率が高い理由について 　予定価格は国土交通省土木工事積算基準等により積算してい
るほか、過去同様な法面復旧工事を発注しており、公表資料や
過去の契約価格等を参考に応札価格を算出していることも考え
られる。
　また、本工事の入札は2回目に落札しており、1回目の最低入
札価格を考慮して入札した結果、落札率は高くなったものと思
われる。

２　岡山地方合同庁舎エレベーター保守管理業務

　　業務内容について 　建築基準法に基づく法定点検（年1回）や人事院規則10-4第
32条に基づく定期検査（月1回）のほか、定期的な機器・装置
の保守・点検を行い、不具合が生じた場合には部品の取替えや
修理等を行うフルメンテナンス契約となっている。

　  落札率が低い理由について 　落札業者は設置エレベーターのメーカーであり、毎年度受注
しているため、製品の知識に加え、これまでの検査にかかる
データの蓄積や業務履行体制が確立されていることなどから、
入札金額を抑えることが出来ているものと思われる。

　
３　米子地方合同庁舎エレベーター改修工事

　　工事内容の説明について 　エレベータ設備は設置後30年が経過しているほか、昇降機製
造業者から部品供給が終了する旨の連絡を受けたこと、平成21
年に建築基準法が改正され、戸開走行保護装置や地震時管制運
転装置の設置が義務化されたことから、エレベータの安全性を
確保することを目的として、エレベータ設備の改修を行うもの
ある。

　　入札に際して工夫した点について 　エレベータ改修において、仕様の内容に、かご等の規格が合
致すれば、いずれのエレベータ会社でも施工・参入が可能であ
り、エレベータ改修の入札案件に2者以上の者が応札すること
は、ごく普通なことであるため、入札に際し、特に工夫したこ
とはない。

　　落札率が低い理由について 　落札者は既存エレベータの製造や定期保守点検を実施してい
ることから、既設機器の状態をよく把握できていることや長年
の取引関係にある会社の協力により、原価の念査及び労務費等
の価格低減が図れていること、また、エレベータ改修のノウハ
ウを蓄積していることから、撤去及び据付工事においても効率
的な施工が可能となり、現場経費等の共通費の低減が図れ、見
積価格を他者より低く抑えることができたものと判断してい
る。

４　領収現金等の搬送業務

　　業務内容の説明について 　広島国税局管内の各６税務署で領収した現金・小切手等を、
日銀歳入代理店の金融機関に払い込むための搬送業務を委託す
るものである。受託業者は毎日２名体制で、各税務署から領収
現金等を受領し、金融機関へ引き渡した後、金融機関から領収
証書等を受領し、翌日、各税務署へ引渡しを行う作業を繰り返
す業務内容となっている。

　　応札者は毎年同じ業者か 　ここ５年の入札実績を見ると、平成30年度以外は同じ３者の
応札となっている。業務対応可能と思われる同業者15者にも声
かけを行ったが、現金輸送の設備投資を行っておらず、現金輸
送ができないとの理由から入札参加はしていない。

　　落札率が高い理由について 　参考市場価格算定に当たっては、結果的に広島綜合警備保障
㈱からの見積金額のみを使用せざるを得なかったこと、平成30
年度から広島綜合警備保障㈱の落札が続いていることから、落
札率が97.1％と高くなったと思われる。


